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Early development of mother-infant interaction in tickling play





































































































































































Effect of Optical Flow Stimulus on a Driver's Speed Estimation and Selection
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Zone Direction             
ホーム 柱・上方 
上り階段 柱・上方 
ホーム 柱・目線の高さ 
コンコース 側面の壁・目線の高さ 
改札口 柱・目線の高さ 
下り階段 正面の壁 
改札口 吊下看板の下に貼付 
ホーム 床面 
上り階段 階段蹴上 
下り階段 床面 
コンコース 床面 
ホーム 掲示板側面 
上り階段 手すり壁全面 
下り階段 側面の壁 
コンコース 側面の壁・足元 
改札口 自動改札機前面 
り
Dendrogram Cluster 
図２　Ward法に基づく階層型クラスター分析の結果
４章　情報量に関する利用者評価
　４章では「サインを理解する：内容に関する検討」とし
て、追設サイン内の「情報量」に着目しての利用者評価を
行った。その結果、簡潔な説明の評価は高く、複数行の説
明は評価が低くなることが判明した。
５章　デザイン要素に関する利用者評価
　５章でも「サインを理解する：内容に関する検討」とし
て、「デザイン要素」に着目しての利用者評価を行った。そ
の結果、本設サインで常用されるデザイン要素（ゴシック
体、白背景、ピクトグラム）はいずれも高い評価を得た一
方、手書きや掲示内容と直接の関係がないアイコンなど、
機能的ではないデザイン要素は評価が低くなることが判明
した。
６章　併存追設サインに関する利用者評価
　６章でも「サインを理解する：内容に関する検討」とし
て、本設サインと併存した追設サインに着目しての利用者
評価を行った。その結果、本設サインに追設サインが併存
して掲示されることでサインの評価は下がることが判明し
た。ただし追設サインが本設サインのデザインを取り入れ
る、追設サインの情報が本設サインの情報を機能的に補完
している状況となった場合、低評価傾向に変化はないもの
の、評価が若干改善することもあわせて判明した。
７章　追設サイン評価手法の検討
　７章では前章までの利用者評価によって得られた「ネガ
ティブ要素（低評価の要素）」を根拠とした評価項目をまと
め（表１）、追設サイン評価手法の提案を行った。
表１　ネガティブ要素から導出した追設サイン評価項目
位
置
の
項
目
隙間的位置に掲出されている
腰から下の高さに掲出されている
進行方向と正対しない形で掲出されている
サイン背景色が派手または背景と同化している
本設サインに隣接して設置されている
内
容
の
項
目
冗長な説明文がある
手書きである
ピクトグラムや適切な記号を用いていない
本設サインと異なるデザインである
本設サインと全く同じ内容を記載している
　評価手法は「駅構内の代表的な構図の映像を撮影し、写
り込んだ追設サインのネガティブ要素の個数から追設サイ
ンを評価する方策」を提案している。この評価手法の導入
によって追設サインの客観的評価が実現し、サイン総量の
減少や抑制、あるいは真に必要なサインの洗い出しといっ
た効果が期待される（図３）。
 
図３　提案した「追設サイン評価シート」
８章　結論
　 後に８章では今後の展望として、従来の「不足への対
応」に加え、本研究の評価手法のような「過剰への対応」
の双方を取り入れた、駅サイン研究が向かうべきロード
マップを示した。
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